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新理事長のご挨拶新理事長のご挨拶

アルミ缶リサイクル協会
理事長　石原　美幸

　この度、アルミ缶リサイクル協会の理事長に就任致
しました石原でございます。就任にあたり一言ご挨拶を
申し上げます。
　当協会は1973年の設立以来50年にわたり多くの皆
さまのお力添えを賜りながら環境保護、資源の有効活
用、省エネルギー、CO₂排出量削減に貢献することを目
的に、アルミ缶のリサイクルを推進してまいりました。
　その結果、2021年度のリサイクル率は96.6％と6年
連続で92％以上を達成することができましたが、新型
コロナウイルス感染拡大により集団回収団体様、自治
体様、回収・再生事業者様などリサイクル活動に関わ
る皆さまも大変なご苦労をされたことと拝察いたしま
す。このような素晴らしい成果をあげられたことに深く
敬意を表しますとともに、厚く御礼申し上げます。
　さて、皆さまのご尽力によりリサイクル率自体は素晴ら
しい実績で推移しておりますが、当協会のもう一つの重
要課題である水平リサイクル（CAN to CAN）につきま
しては現状ではまだ国内で再生利用されたUBCの約
70％程度、また輸出されたUBCを含めた国内全消費
量をベースにすると約50％程度に留まっております。ア
ルミ新地金の調達を全て国外に依存する日本としては
国内でのアルミ製品の資源循環・水平リサイクルの向
上は必須であり、当協会といたしましてもUBCの水平リ

サイクル率をさらなる高みに上
げるよう一丸となって日本アル
ミニウム協会ならびに関係省
庁と連携しながら、鋭意取り組
む所存でございます。
　当協会は、容器包装のリサ
イクルを推進する八団体で構
成する「３Ｒ推進団体連絡
会」の一員として３Ｒの自主行
動計画を策定し、当協会会員
の各事業者自らが実践する３
Ｒ行動を推進するとともに他団体と協調して広報・啓発
活動、各種調査や多方面の方との意見交換などを行っ
ております。これからも尚一層の協調を深め、各団体の
相乗効果が出るような活動を模索していきたいと考えて
おります。
　これまで当協会の理事長は製缶会社の方が交代で
務められてきましたが、今回、圧延会社の私が務めるこ
ととなりました。これまでの活動方針を継承しながらも活
動に新しい切り口を加味していきたいと思います。
　引き続き当協会の活動にご支援をお願いするととも
に、皆様のご健勝を祈念して就任のご挨拶とさせていた
だきます。

アルミ缶リサイクル協会 理事長・副理事長・企画委員長 専任の件
　今般、理事長選出会社の見直し並びに前理事長の花房 達也の理事長退任申し出により2023年4月1日付にて下記の
通り、役員の異動を行いましたので、ご報告致します。
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【就任】2023 年 4月1日付
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五所川原市立五所川原第二中学校 弘前市立小沢小学校 板柳町立板柳南小学校 平川市立碇ヶ関小学校 羽後町立羽後明成小学校

大仙市立東大曲小学校 飯豊町立手ノ子小学校 八千代町立西豊田小学校 小山市立中小学校 東吾妻町立坂上小学校

嬬恋村立東部小学校 甘楽町立小幡小学校 江戸川区立北小岩小学校 豊島区立さくら小学校 中井町立中村小学校

秦野市立北小学校 南魚沼市立おおまき小学校 茅野市立長峰中学校 岡谷市立岡谷東部中学校 可児市立西可児中学校

伊豆の国市立大仁中学校 沼津市立第二小学校 伊勢市立御薗中学校 日野町立桜谷小学校 加西市立宇仁小学校

加古川市立別府小学校 美咲町立柵原東小学校 田辺市立鮎川小学校 浅口市立寄島小学校 福山市立常金丸小学校

2022年度（令和4年度）アルミ缶回収協力者表彰2022年度（令和4年度）アルミ缶回収協力者表彰
　当協会は、アルミ缶の回収活動を行っている団体の中から、優秀な活動実績をあげられた方々を毎年表彰しています。
本年度は一般回収協力者表彰にて全国で62団体、小・中学校回収協力者表彰で41校が優秀賞を受賞されました。
（受賞者の詳細はVol.161に掲載）受賞された皆様の喜びの様子をご紹介いたします。

2022年（令和4年度）「アルミ缶小・中学校回収協力者表彰」表彰風景
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2023年度アルミ缶一般回収協力者
小・中学校回収協力者表彰募集について

当協会では毎年アルミ缶回収活動を実施している全国の団体の中からの優秀な活動実績を上げられた
方々を表彰しています。
今年（2023年度）の募集につきましては、募集期間（4月1日～6月１6日）にて一般回収協力者及び小・中
学校回収協力者表彰を同時に募集致します。
当協会登録回収拠点様には既に推薦書を郵送で送付しております。応募頂く団体様には登録回収拠点様と
よくご相談の上、応募要項をご確認頂き募集期間内にてご応募頂けますよう宜しくお願い致します。
尚、推薦書書式（２Ｐ～３Ｐ）についてホームページ上でダウンロードできるようにエクセル形式にてアップ
しておりますので、応募の際ご活用ください。

アルミ缶リサイクル協会 事務局 中島・佐々木

電話番号：０３-６２２８-７７６４
ＦＡＸ：０３-６２２８-７７６９
募集期間：４月１日～６月１6日（書類着・消印有効）

応募は推薦書を記入頂いた後郵送、メールまたはFAXにてお願い致します。
メールの場合は推薦書記入後 ＰＤＦ又はエクセル形式にて jimukyoku@alumi-can.or.jp まで
応募期間終了後、理事会にて厳正な審査を実施　優秀賞発表：９月末予定（郵送にて通知致します）
その後各地にて表彰式を実施の予定です。

■ 個人情報の取り扱いについて
　本募集に関連して、協会にご提供頂いた個人情報は、個人情報保護に関する法律を遵守し、厳重に取り扱います。

応募についてのお問い合わせ先

●今年の桜の季節は、４年ぶりに行動制限もなく、お花見が行えるように
　なりました。元の日常が戻ってきたことをうれしく思います。
●新年度になり、新たな気持ちでスタートを切る時期です。色々な環境の
　変化もありますが、良いスタートが切れます様にお祈りしております。
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● タブは缶から外さずいっしょにリサイクル

● ボトル缶のキャップの取扱い

アルミ缶のタブは環境保護のため、缶フタから離れないようにしてあります。タブはタブだけで回収するの
ではなく、缶に付けた状態で丸ごと回収してください。無理にタブを取るとケガをする場合もあり危険です。

飲料用アルミボトル缶のキャップは、アルミ製です。キャップも貴重なアルミ資源です。キャップ・本体とも軽く
水洗いした後、中の水分をよく切ったうえ、キャップを軽く締めて回収してください。
※自治体によってはキャップだけを別に回収しているケースがありますので、お住いの自治体の要領に
　従ってください。

● アルミ缶にタバコを入れないでください
アルミ缶にタバコの吸殻を入れると、リサイクルの妨げになるだけでなく、火災の原因になる可能性があります。

協会からのお願い
アルミ缶の
リサイクルは

タブをつけたままで！




